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ま え が き

農業開発を行なう場合には,その営農活動あるいは農業生産の場である耕地の開発改良が先

行しなければ,いかなる優れた農業技術といえども開発導入することは不可能 と言わねばなら

ない｡

一般に耕地の開発改良を行なうには次の三つの方向が考えられる｡その(1)は耕地面積の拡大

すなわち耕地の開発造成であり,その(2)は農業の集約化のための既耕地の改良(農地基盤整備)

すなわちかんがい排水施設 ･道路などの整備であり,その(3)は二期作を可能ならしめるための

かんがい排水などである｡ これらの各開発方向から東南アジア農業開発の現在ならびに将来に

ついて (主としてタイ国およびマラヤについて)考察する｡

以上の三つの耕地の開発方向は,後進国ほど(1)に重点がおかれその国の農業技術の進歩の程

度に応じて(2),(3)へと向かってくるのが一般である｡もちろん耕地の開発造成は開発時のその

国の既耕地の改良技術水準に応じたかんがい排水などの施設を設けることになる｡とくに(3)に

ついては東南アジア諸地域におけるように豊富な太陽エネルギーに恵まれながら雨季と乾季に

分かれているため従来雨季だけしか農業生産を行なわない地域にとっては今後は重要なる開発

方向と言わねばならない｡

Ⅰ 耕 地 の 開 発 造 成

東南アジア諸地域にはわが国に比べて開発適地がいたる所に存在し,耕地の開発造成が容易

に行なわれているようである (Tablel参照).｡

タイ国の場合には特に年々耕地面積が拡大され米の生産に寄与していることは明らかである｡

水田rF付面積は,1931-1966年の約35年間にタイ国の場合約 2倍になり,マレーシ7は23%増

となっている｡この間日本の場合開発 ･潰廃差引はほとんど変化していない｡平均収量につい

てはタイ国はほとんど増加しておらず,マレーシアが60%,日本が40%増となり,タイ国は日

本の約柏,マレーシアは約1/2に相当している｡しかしタイ国といえども今後の耕地開発造成を

考えた場合に従来のように容易に行なわれ得ないことは確かである｡というのは過去における

耕地開発造成は開発の容易な地域から順次に進められ,主としてかんがい排水の困難なところ

が残されていたともいえるからである｡タイ国の場合はチャオプラヤー平原のように雨季には
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Table1 Paddyarea,productionandyield 1930′)1966
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各河川の氾濫域 となり,自然の氾濫によって容易に水稲栽培が行なわれ,また北タイにおいて

はチェンマイを中心としての河川からの取水が容易な地区から順次開発が進められ,さらに東

北タイにおいてはタンクの築造容易なところから水田が開発されてきたのである｡

すなわち,タイ国の過去においては,かんがい水路あるいは排水路を開さくすることによっ

て容易に水田がひらけてきたようである｡それに対し今後は多少の差はあるが,わが国のよう

にかんがい排水施設を設けると同時に水田そのものを造成することが必要になり,水田開発が

次第に経費のかかるものとなるようである.｡今後は開発の主力を雨季の降雨なり貯水をさらに

有効に利用することにより,耕地面積の拡大をはかる方向に置 くのが得策で,例えばブ ミボン

ダムのあるヤンヒー地点からカンパソペ ッチあるいはナコ-ンサワンに至る閃,ランバンーヤ

ンヒ-の間にも広大な平地林が存在 して,これらは水田開発適地であるといえる｡さらに東北

タイにも開発適地がかなりの面積におよんでいる｡しかしこれらの地域では,雨季の自然氾濫

にゆだねるというかんがい方式をとるのはもちろん不可能であり,開田のためにはまずかんが

い排水事業が実施されることが前提条件となる｡これらのかんがいによる耕地開発において取

水堰の建設が高価にすぎるならば発電の余剰電力を利用するポンプ揚水によるかんがいを考慮

することにより開発が一段 と容易になる場合があるcl)

マレーシアにおいても近年耕地の開発造成が積極的に行なわれている｡マラヤにおいてはジ

ャングルの開発が重要な問題であって,これらの開発によって失業者の入植定着化の開拓事業

を行なっている｡ そのうちで最 も有名なのはサレンゴール州のタンジョンカランプロジェクト

(1936-1952完成,約2万 haの水田開拓事業)である｡さらにベラ州のベラ河沿岸のジャン

グルの開発 も進んでおり,また南部のジ ョホール州におけるピンガン ･タンポクスキームにみ

られる排水改良ならびに海水侵入防止によるゴム,ココヤシ,パイナップル畑などの開発も盛

んに進められている｡ マラヤ西海岸一帯は干満の差が2mにも達するので排水尿門を設けて排

水路を掘削すれば容易に自然排水が可能 となるのである｡

さらに第一次マレ-シア経済開発計画 (1966-1970)において,マラヤ 16-20万 ha(6.5万

家族),サバ24万 ha(1.2万家族),サラワク3.2万ha(1.2万家族)などの開拓計画があり,そ

の主な地区はパ -ン州の TengkaTriangleScheme約6万 haであって, 失業者の定着化を

行なおうとしている｡

マレーシアの食糧の自給を目標にした米の増産事業は,その手段 としてジャングルの開発に

よる水田造成は能率が悪いので,水田面積の拡大よりもむしろ次項で述べる水稲の二期作化に

よる増産に主力が向けられてきているようである｡ この理由として考えられることは,タイ国

よりも雨季乾季が明確でないことにより水源が豊富であることと,農業技術がかなり進んでい

ることなどが考えられる｡2)

以上タイならびにマラヤにおける耕地開発の大要について述べたのであるが,東南アジア全
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域を含めて従来からの耕地開発の方式を大別すると降雨量と地形のいかんにより次のようにな

るであろう｡

A.傾斜地帯で年降雨量が 2,000-3,000mm 以上の地域

これらの地域は一般に土壌 も不透水性であるため土壌侵食がはなはだしく畑地よりも水田と

したほうが適しているため極端な棚田として水田が開発されている｡ (台湾北端部,インドネ

シアなど)

B.緩 傾 斜 地 帯

これらはわが国一般の水田のように瞳畔により高低差を調節して水田が開発され,人工的な

かんがいを行なわなければ水稲作ができない地域で,地表水の排水は一般に良好である｡ (チ

ェンマイ周辺およびチャオプラヤー平原周辺高位部の水田,マラヤの一般水田)

C.デルタ平坦部地帯

開発の初期にはそのデルタを形成した河川の氾濫水による- いわゆる自然の氾濫かんがい

による- 水稲作が行なわれた最 も粗放的な,区画も畦畔もない広大な水田地帯 (タイのチャ

オプラヤー平原)である｡農業技術が進歩してこの地域の農業が次第に集約化されてくると,デ

ルタ平坦部地帯の中でも(1)多少とも傾斜あるいは起伏のある地域(アユタヤ以北)では,降雨が

少ない年にはより高い地区には水がかからず生産が不安定 (特にチャオプラヤー河の場合には

上流にダムができ,また流域の林相変化などにより流出水量が減少している傾向にある)であ

るので,これを安定化するための人工的かんがいが必要になってくる｡(タイにおけるDitches

andDikesSystem がこれに相当する)さらにこれが進鋸 fBと同様排水路網 ･道路網などを

完備した圃場整備となる｡(2)全 く平坦なデルタ地帯では水のコン トロールが非常に困難となる

ので輪中 (polder)方式の開発が古 くから各地で採用されてきた｡バンコク西北の WestBank

地域 (主として米作)およびデルタ南西部の DamnernSaduakCanal沿岸に展開している読

菜栽培地帯ならびに SouthPasak地区以南などでは輪中堤がもうけられ人工かんがいが行な

われかなり高度の集約栽培が行なわれている｡またマラヤにおける海岸近 くの平坦なジャング

ル地帯の開発 もある程度の大きさの土地を輪中堤で囲み,排水扉門を設けその輪中を海岸近 く

から順次奥地に進めてゆくという輪中開発方式をとっている｡

東南アジアにおける耕地開発の方式は以上のように分けられるのであるが,農業技術の発展

に応じてそれらの開発方式が次第に近代化の方向に向かい,近代化された時点においては,B,

Cが同じような形態を示すようになる (平坦なデルタ地帯でかつては土地を小さい輪中で囲み,

それを次第に大型輪中として近代化しつつある木曽川下流沿岸水田地帯などはそのよい例であ

る)のであって,後進地域の耕地開発に当たってはその国あるいはその地域がいかなる社会的

経済的条件下におかれ,また農業技術はいかなる段階にあるかを充分調査して後,この地域の

おかれている条件に適合した開発方式を採用して順次近代化できるように配慮する必要がある
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と考えられる｡

Ⅱ 既耕地の改良 (二期作のためのものを含む)

前述したように農業が集約化するに従って一期作に対する土地基盤整備(かんがい排水改良)

が要求されてくると同時に気候的に恵まれている乾季作のためのかんがい排水改良が望まれて

くる｡

タイ国においては耕地の開発造成と同時にまた大規模なかんがい排水事業の実施に多大の努

力をはらってきた｡1964年までに完成または施工中のかんがい排水事業地域面積は約 263万ha

に及んでいる｡事業規模により StatelrrigationProject,PeoplelrrigationProject にわか

れ,さらに StorageDam andTankProject,PumpIrrigationProjectなどがあり,事業数

はおびただしい数にのぼっているC3) (Fig.1 参照)これらのうち規模の最大のものが面積約

100万haに及ぶ Chao Phraya Project (Fig.2参照)であり, さらに Maeklong Project

(約46.5万 ha)が現在施工中であり, 来年度からはNanRiverProject4,5) (約40万 ha)の工

事に着手することになっている｡

以上の諸事業は主として雨季の水稲作の安定化を目的としたかんがい排水事業であるが,二

期作を行なおうとすると基幹工事から末端まで一貫したキメの細かいかんがい排水組織が要求

されてくる｡同時に現在までの事業はその重点が基幹諸施設の整備に置かれており,末端段階で

のかんがい排水組織

の整備が軽視されて

きた結果,莫大な投

資によってつ くられ

た諸施設がうまく機

能を発揮しない場合

が多いという反省か

ら,新しい計画が実

施にうつされること

になったOその代表

的なものがチャオプ

ラヤー平原における

Ditchesand Dikes

Projectで あ る｡6)

これは法令7)によっ

て定められ, Field

Table2 ExecutionplanofDikesandDitchesProject

andSecondCropsIrrigation

㍗DikesandDitchesSystem tlSecondCrops(Ilr.r_iygeaati｡n,.an)

area/year

1961-63 105,600ha

1966 160,0001

196911970

1971

1972

1973

1974

accumulatedl area/year accumulated

105,600ha

201,(う00

361,600

521,600 16,000ha

800,000 16,00016,00016,000

28,000

: 24,000

1 24,000

1

1 24,000

40,0(〕Oha

56,000

72,000

88,000

104,000

120,000

148,000

172,000

196,000

220,000

総 計 1 800,000ha 220,000ha

Source:PeterRung,ProspectOILP,-omotL',lgSeco77dCrop--'71the

Greate7-CJlaOPJzyaProjectA)でa.RID mimeograph,1966.
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Fig.1 IrrigationandDrainageProjectsinThailand

Source:YoshikazuFujioka,ed., WaterResourceUtiligaiioninSoutheastASia,

AppendixIII. TheCenterforSoutheastAsian Studies,KyotoUniversity,

1966.
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DitchesandDikesの工事は土地の所有者がこれを実施することになっており,現在 8カ年計

画で実施中で,1968年に完了することになっている｡しかし実際には農民側の技術上,質金上

の問題 もあって末端の FieldDitchesも RID の直営により強力に工事が実施されている｡

この事業における最大の欠陥は道路計画が欠けていることである｡特に乾季作には道路は不

可欠のものとなるのであって, RID 当局もその必要を認めるようになってきている｡ もう一

つの問題は耕地面と水路水位との関係であって場所によっては水路水位より耕地面のほうが高

い所があるため,深い氾濫かんがいでない場合は水がかからず,ポンプ揚水によらねばならな

い所 も多く見受けられる｡ これらはいずれも従来雨季における自然の深い氾濫かんがいの習慣

になれ,水田地区内の道路なども氾濫時には用をなさないので計画されなかったのではないか

と推察される｡

さらにこれら乾季作に対する必要かんがい用水計画が確立されていないようであるので今後

各種の試験調査を行なって早急に確立する必要がある｡ 個々の作物に対する必要水量はある程

度明らかになっているが,代掻用水量,送水中の損失水量(蒸発 ･浸透 ･管理などによる損失)

などの算定は今後早急に解決しなければならない重要な課題である｡

また乾季作において必要となってきたのは排水の必要と耕転の機械化である｡このためにタ

イ国においては排水組織整備10カ年計画(1961-1970年)が樹立されその整備に努力が払われて

いると同時にチャオプラヤー平原全域にわたって地下水位調査が組織的に行なわれていること

は全 く敬服に値することである｡また乾燥した耕地を トラクターがゴーゴーと音をたて乾季作

のための耕転整地を行なっている光景はまさにタイ国農業の革命が開始された感さえも受ける｡

一方この乾季作については WestBank 地区 (約 18万ha)においては古 くから shortlife

rice(栽培期間 3月～ 6月)が最 も低標高の地域 (約 4.8万ha)に栽培され, 縦横に設けられ

た水路から竜骨草による揚水かんがいが行なわれている (ポンプのほうが能率がよく運転経費

も安いと思われる)｡ これらは主として雨季の氾濫による浸水被害をさけるためであり, 洪水

の少ない年には雨季作をも行なうということであって,水源があり人工かんがいを行なえばい

かに乾季稲作が有利であるかがうかがえる｡

マラヤにおいては,タイ国以上に人工かんがいならびに乾季作が盛んに行なわれ,従来食糧

増産の主流は乾季稲作によって行なおうとしており,かんがい排水事業もそれに重点がおかれ

ているようである｡過去において約 22万haの水田 (全水田面積の67%)の改良が行なわれ,

そのうち約 4万haが二期作に対するかんがい排水改良である｡ 水田以外の耕地に対する排水

改良は約 18万haにおよんでいる｡(Fig.3参照)

現在二期作のための主な事業は MudaIrrigationProjectである｡ (既成水田5.2万ha,節

二期作地 5.2万 ha,計 10.4万 ha,1966- 1969年完成)ダムを2カ所に築造して (ムダ川およ

びペ ドゥ川上流)全面積に雨季乾季作のかんがい用水を確保すると同時にかんがい排水路,道

800 -142-
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路などを整備して近代的な二期作を行なおうとしている｡2･8)

またムダ川下流沿岸は水量が豊富なため約20年以前から乾季稲作が行なわれており,好成績

を収めているようである｡ ムダ川沿岸より北方ケダー州はマラヤにおける米の主産地でマレー

シアにおける米の生産の約40%を占めているのである｡その他ペナン,ベラ,サレンゴール州

などにおいても乾季稲作のためのかんがい事業が盛んに行なわれており,とくにケランタン州

のケランタン川下流沿岸の KemubuProjectに対する1千万 ドルの世銀借款が今春成立し,

2.2万 haの二期作化のためのかんがい事業が第 1次経済開発計画の下で実施されようとしてい

る｡

マラヤのかんがい排水における問題点もタイ国同様一期作, 二期作に対する純用水量 (Net

waterrequirements)および粗用水量 (grosswaterrequirements,純用水量+送水中の損失

水量)などがあまり明確にされていないことにある｡ 当初タイ国においてもマラヤにおいても

水田の必要水量は-率に 0.001m3/see/haとされていた｡これは氾濫かんがい地帯で浸透をゼ

ロと考えていたからであって,今後水田開発が高位部におよびまた乾季作が行なわれ,排水改

良が進み地下水が低下してくると水田からの浸透をよほど考慮に入れなければならないことに

なる｡ また乾季作を行なう場合にはかんがい水量が豊富でない場合がほとんど (タイ国のよう

に乾季には全然降雨のないところではなおさらのことである)であるからポンプによる還元用

水の利用をはかりかんがい効率の向上に充分考慮をはらう必要がある｡ これらに関する調査研

究の必要性がとくに痛感される｡

以上はタイ,マラヤにおける耕地開発の大要について述べたのであるが,現在東南アジア各

国が直面している問題とほとんど大部分が共通しているものと考えられる｡

耕地面積の拡大によって食糧の増産をはかるのか,かんがい排水改良 (土地基盤整備)なら

びに乾季作によって増産をはかるのか,どちらを優先すべきであるかはその国の自然的条件,

社会経済的条件によって異なる｡例えばタイ国のように雨季と乾季が判然とわかれ,開発適地

がかなり広 く存在し,しかも耕地の生産性そのものが低い国においてはまず耕地面積の拡大を

優先させ国の経済力,農業技術の向上をまって乾季作に移行するのが順当であり,マレーシア

のように農業技術水準もかなり高 く,しかも水源が割合容易に得られる地域においては乾季作

doublecropping を優先させ早急な米の増産を行ないながら次第に耕地の拡大をはかり失業者

の定着化を行なうのが良策と考えられる｡この点からみて両国はほぼ耕地開発に関する限り望

ましい方向に向かって進んでいるといわねばならない｡

いずれにせよ豊富な太陽エネルギーに恵まれているにもかかわらず,乾季と雨季に判然と分

かれているために従来主として雨季だけしか農業が行なわれなかった東南アジア各国において

は,多少のずれはあるにせよ,今後の農業開発の課題の重点は雨季稲作の近代化と乾季農業の

展開にあるといえるのであって,いずれにしても先行しなければならないのはかんがい排水に

802 -144-
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よる土地基盤整備であろう.｡とくに乾季農業の展開にはかんがい排水改良は絶対的な条件とな

るものである｡
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